



























本稿は、公的な 日本語学習の場に参加 していない在 日外国人に焦点を当て、彼 らの学習ニーズを具体的
な生活状況 と照 らし合わせ なが ら検討 し、今後の詳細な研究の予備的考察 を行 うことを目的とす る。
1970年代以降 日本に定住するよ うになった、いわゆるニューカマー と呼ばれ る新来外国人の数 は増加
の一途 をたどっている。 労働 や医療 などの面で権利 が保障されることは当然なが ら、ことばの習得も重要
な課題である(1)。日本語教育を行 う機 関 ・施設数は、1992年から2002年の10年間で1.7倍に、学習者
数は1.8倍に増加 してお り(文化庁2001)、目本語教育に対す る支援や施策 は、従来よりも推進 されつつ
ある。 しかし、それで もなお学習の機会が全ての人に十分 に提供 されているとは言いきれず、学習の場へ
足を運ぶことのない外国人 も多い。 実際 これまでのニーズ調査や生活実態調査 において、学習の場 に参加
していない外国人の多 さが指摘 されるとともに、彼 らの学習要求の高さが明 らかにされている(厚 生労働
省2004、野元1993、1994、安場他1998など)。
学習ニーズは一般的に質問紙調査 などの量的調査 によって把握 され る傾向にあ り、在 日外国人の 日本語
学習ニーズや生活状況 もそ うした量的調査によって示 されてきた。 しか し、質 問紙調査では、 「差 し迫 っ
た顕在的ニーズのある人や質問紙に回答す る余裕 のある人」たちの傾向をつかむことはで きるが、「それ
以外の、回答 している時間的な余裕のない人や、学習の可能性を諦 めて し重っている人 たち、 さらに質問
紙法に不慣れな人たちの潜在的ニーズを把握す ること」には限界がある(安 場他1998)。津 田(2003)は、
量的 に把握 された学習ニーズによって支援の対象者が決 まることにより、量的に少数である者が 「社会的
不利益層」 として支援の周辺に位置づけられ ることに警鐘 を鳴 らしている。 』
学習の場に参加 していない外国人の抱 えることばの問題や 日本語学習のニーズを、量的調査だけでなく
具体的な生活状況か ら検討す ることは、今後 の日本語教育や社会教育全般の方策を考える上で有効な視座
を与 えてくれ るであろう。本稿では、こ うした観点か ら、公的な学習の場に参加 していない外国人 に焦点








訪問による聴 き取 り調査が行われている(国 際識字年推進八尾連絡会1992)。この調査 では、渡 日 ・帰国
者の生活全般 のなかで読み書きの問題が大 きな位置をしめていることが明 らかにされ、識字の問題の重要
性 、読み書き教室や生活対策の必要性が指摘 されている。代表的な知見 としては、 日本語 の会話や読み書
きが不 自由なことで、特に仕事や権利に関わって困難 を抱えていること、そ うした仕事や生活 も厳 しいも
のであること、 日本語の能力の影響 もあ り日本人 とのつ きあいや近所づきあいが希薄 になっていること、
そ して、7～8割 の人が 日本語学習の機会を望んでいることが示 されている。
定住 している中国帰国者の中でも、国費帰国 とは違い援護施策 を受けることので きない 自費帰国の 「呼
び寄せ家族」を対象に行 ったニーズ調査がある(安 場他1998)。来 日0～2年 の者が半数近 くを しめるこ
の調査では、病院や保健所での医師 との会話や職場でのや りとり、買い物、電車バスの利用、緊急時な ど、「サ
バイバル レベル と言 える会話ニーズ」の高さが示 されてお り、来 日直後の在 日外国人が抱える、 日本語学
習の緊急性 が取 り上げられている。
日系南米人を対象 にした ものでは、集住地域で行 われた生活実態 と日本語学習に関す るアンケー ト調査
がある(野 元1993、1999)。職場や 日常生活での心配事や困っていることのほぼ半数は 「日本語の問題」
であること、「病気 にかかった とき医師 とうまくコ ミュニケーシ ョンがとれるか心配 」である人が多数い
ることなど、 日本語によるコミュニケーションに困難 を感 じ、不安を抱 きなが ら生活 している外国人労働
者の多 さが明らかにされている。同時に、 日本語の勉強をしていない人の約7割 に学習意欲があることも
報告 されてい る。
以上の ようなニーズ調査か らは、日常生活の 「サバイバル レベル」、たとえば、買い物、電車バスの利用や、
病院に行 くなどの緊急時 において、 日本語の読み書きが不可欠 であった り、 日本人および近所 とのつきあ
いにおいて、 日本語の能力を高 めてい くことに必要性を感 じていることがわかる。特に医療や危険を伴 う
労働環境 とい う面では、「言葉の問題は命 にかかわる」深刻な問題である。 どの調査 においても学習ニー
ズが非常に高いことが明 らかにされている。
しか し、こ うした学習要求や意欲がす ぐに行動へ と結びつ くわけではない。 しか も、一度学習の場に参
加 してもその継続が難 しい とい う状況 も見 られ る。野元は 「実際に 日本語 を教えている人た ちか らは、回
を重ねる と出席 率が悪 くな り、3分 の2程 度 の学習者が教室を去 っていく実態を根拠に、『彼 らにはほん
とうに 日本語を学びたい とい う気持 ちがあるのか』 とい う疑問の声 も出されている」(1993、113頁)こと
に言及 している。個人的な 条件によって学習の場へ の参加や継続が難 しいこともあるが、外国人労働者は
厳 しい労働条件下で働 いてk・ることが多 く、時間的な制約を受 けざるを得ない状況にある。先の 日系南米
人 を対象 とした調査は、勉強 したい と思っている人に対 して勉強ができない理由をたずねたところ、「勉
強をす る時間がない」と答 えた人が4割 であった と報告 してい る(野 元1993)。これについては、.中国帰
国者に対 して も同様の結果が出てお り、 「勉強は したいが時間がない」生活状況が示 されている(安 場他
1997)。また、 日本語教室が身近にない場合、バスや電車に乗 り、1時 間以上かけて教室に通 っている場
合 も多 く(岩 槻1998)、通学方法や通学時間においても課題 が大きい。 したがって、 「要求が実際の学習
にっなが るためには、最低限必要なこととして、生活の身近な場所で、平 日の夜か 日曜に、暮 らしに役立
つ内容を無料で学べ る学習機会を設けなければならない」(国際識字年推進八尾連絡会1992、87頁)、「時
間 ・場所 ・お金な どの条件的 な問題 さえ解決すれば、す ぐにでも教室にや って くる可能性 は高い」(岩槻
1998、41頁)とい う指摘がなされている。
一方で、教室の認知経路を尋ねた学習者調査の結果か らは、「知 り合いに誘われる」 と回答する人が最
も多 く、次いで 「役所か らのお知 らせ」「役所の人の紹介」などが続 くことか ら(岩槻1998)、外国人にとっ
て家族や知人に 日本語のわかる人がいない と情報が届かず、教室にた どり着けない場合が多々あることが
推測 される。 こうした情報疎外の課題については、野元(1993)が、学習情報が十分に届いておらず 日本
語教室が どこで開かれてい るか さえも知 らない場合が多い と指摘 し、安場等(1998)も同様 に、付近に教
室があったとしても、教室の探 し方 を知らないでそ う思っている可能性が高いと述べてい る。
このよ うに、時間 ・場所 ・費用 ・内容 ・情報 とい う観点か ら、 これまで学習 の場への阻害要因が言及 さ
れてきたが、アメ リカ合衆国の成人基礎教育(adultbasiceducation=ABE)の領域では阻害要因の類型化








在 日外 国人に学習要求があって も、回答 レベルまたは意識 レベルにとどま り、必ず しも行動に結びつ く
とは限らない とい う点に関 して、藤岡(1986)の 「学習関心の階層モデル(氷 山モデル)」をもとにして考
えてみたい。
「学習関心の階層モデルjと は、「あるひとつの学習 をとりあげてみると、それについて全 く関心をもた
ない状態から、多かれ少なかれ関心をもつ状態 を経て、現実に学習 している状態に至るひ とつの連続体 と
して考えることができる」(228頁)ものである。氷山に例 えて、「海面上に姿を見せている部分が既 に行
動化 している学習(=学 習行動)で あ り、一方海面下に隠れてい る大 きな部分が意識 レベルに とどまって
いる学習(今 後行いたい学習=学 習関心)」である。また、「氷結 していない海水部分は、その学習の関心
'が未 だ存在 しない状態(無 関心)」だ とい う。 前者の学習関心を 「日常的に意識の表層にあ り、行動化 の
可能性の高いもの」 として顕在的関心、後者 を 「なん らかの外か らの刺激や手がか りを与えられてほじめ
て意識化 され るもの」 として潜在的関心 と名づけている。 このように、学習要求 と学習行動の間に見 られ
るギャップや、意識化 されているもの と潜在化 しているものの区別 に着 目し、それ らが連続 してお り、プ







藤岡の学習関心の階層モデルは在 日外国人の場合にも当てはまる。在 日外国人が 日本語を学習 したい と
思いながらも、周囲からの手がか りな ど条件がそろわない場合や、仕事な どに優先順位 がある場合には、
そ うした要求 がす ぐに学習行動 とい う形にな って現れにくい ということである。.また、「日本語を勉強 し
たい」 という言葉の裏にどのような思いや状況があるかによっても行動のプロセスは変わって くる。
本稿で重視 したいのは、外 国人特有 の出身 国か ら新 たな居住国への 「移住 」(migratiOH)とい う側
面で ある。そ うす ることでまた違った観 点か らこの学習関心の階層モデル をとらえることができよ う。
Monkman(1997)が着 目したのは、そ うした、成人移民の教育経験 と移住経験 との関連性である。彼女は、
社会的ネ ッ トワークを共有す る、アメ リカ合衆国に移住 したヒスパニ ック29人 のイ ンタビューか ら得 ら
れたライ フ ・ヒス トリーをもとに、移住直後か ら学習の場に参加するまでの生活状況 を時系列的に追い、
学習要求や学習行動に変化が見 られ ることを明 らかに している。その際 に、移住 プロセスを、従来属 して
いた社会的集団や社会からの離脱(separation)、新 たな領域への移行(transition)、新たな社会的集団
や社会への結合(incorporation)とい う3つ の段階に分 ける。ただ し、 これ らの段階は単線的かつ単純な
ものではなく、帰国や再移住な どの変遷 も含み、必ず しも出身国であるメキシコとのつなが りを完全 に切っ
た上での永住 とい う形をとるわけではないことを強調 している。
第一の 「離脱」段階は、移住す ることを決断 し準備を行い実施す る段階である。 この段階における学習は、
社会的ネ ットワークを頼 りに しなが ら、その中で互いに話 し合った り、他人の経験か ら学んだ り、利用で
きる社会的つなが りを活用 した りするな ど、インフォーマルに行われることが多い。第二の 「移行」段階
は、本格的に新たなコミュニティに定住 していく段階である。 ここでも、先の段階 と同じで、多くの成人
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学習がインフォーマルに行 われてい る。・関わっている社会的ネ ッ トワークによって、住居や仕事、子 ども
の教育な どの基本的ニーズを満た している。成人基礎教育(ABE)な どの教育を受けた としても、後の段
階ほ ど徹底 した ものではな く、初期的 ・緊急的なニーズを満たすだけの短期的な形に終わることが多い。
第三の 「結合」段階は、新 しいコミュニティとのつなが りが強 くな り、アイデ ンテ ィティや文化的規範 に
い くらか変化が見 られ始める段階である。 インタビュアーの中には、メキシコへの思いや関わ りが強 く残
り、従来の社会的ネ ットワー クの中で生活 し、新たなコ ミュニティに入 ってい くことを拒む者 と、ネ ッ ト
ワー クの境界を越えて地域 のコミュニテ ィへの関わ りを増やそ うとする者がい ることが明 らかにされてい
る。 この ように、「結合」段階では、人によって さまざまな志向性 が見 られ るが、子 どもが移住先で生活
基盤 を作っていることによ り、帰国願望にあっても子 どもの将来や経済的利益のためにアメ リカに住み続
けることを決断す る者が多いと述べ られている。 この段階での学習は、インフォーマルか らノンフォーマ
ル、フォーマルなものまで幅広い。本を読むな ど個人学習もあれ ば、ABEの 授業や職業訓練 コースを受 ・
けるなど、公的な学習の場 に参加す る機 会も増える。学習者 は、学習の場に子 どもや孫、配偶者を連れて
参加 した り、人 と触れ合 う機会を求めて来ることがあるが、それは、多様性 の尊重や平等を重視す るクラ
スの雰囲気が成 り立っているためである。
以上のよ うに、移住経験 を3つ に分けて とらえると、その段階によって、生活スタイルや学習関心、学
習の形態が異なることがわかる。移 民の学習ニーズや学習行動は移住 とい う社会プロセ スに応 じて変化す
るものである。在 日外国人の 日本語学習のニーズの高さは確かに 「日本語を勉強 したい」とい う言葉 によっ
て示 されるが、そのニーズが生まれる社会的プ ロセスは考慮されていない。学習行動についても、公的な
場へ の参加のみで把握 され ることが多いが、職場や家庭で行われている 日本語学習な ど、インフォーマル
な学習に も注 目す る必要があろ う。同時に、学習を日本語習得だけに限らず、相談や会話、交流などを対
象 としてもよいはずである。
次章では、現在、学習の場に参加 していない在 日外国人2人 に行 ったインタビューを取 り上げる。 どの
ような場面で ことばの問題 が生 じているのか、そのために どの ような学習を行 っているのか、また、 日本
語学習の動機にはどのようなものがあるのかな ど、移住 とい う社会プロセスの文脈か らみた生活状況 との
関連 によって、学習ニーズの把握 を試みる。
3.生活の 中の こ とばの問題 と日本語学 習 一イ ンタビューか ら
インタビュー対象 としたのは、中国帰国者 の家族であることから来 日した30代 の中国人女性2人 であ
る。2人 の簡単なプロフィール を表1に 示 している。大阪府内X市 の公営住宅に家族 と一緒に住んでお り、
それぞれ別の工場で働いている。 日本語はほとんど話せないが、現在のところ学習の場 には参加 していな
い。インタビューは、Aさんに対 して2度(2006年6月11目 ・7月21日)、Bさんに対 しては1度(2006
年8月5日)行 った。そのデー タを主な分析対象 とし、それ以外には、娘たちの通 う団地敷地内にある地
域子 ども会 ωで、その間に起きた出来事 も取 り上げる。娘たちは同 じ中学校 とそのこども会に通ってお り、
ボランティア としてこども会に関わっている筆者は、娘たちとは知 り合いである。なお、インタビューで




Aさん 2年 夫 ・長 男(20歳)・長女(中 学3年) 札
Bさん 6年 夫・長女(中学2年)・長男(小学3年) 中国帰国者定着促進センターにて1年間
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3.1Aさんの事例
Aさ んは、2年 前に夫 と2人 の子 どもと一緒に来 日した。大阪府 内のY市 に半年住んだ後、現在のX市
に仕事の関係で引っ越 してきた。娘は中学3年 生に在籍 し、20歳になる息子はAさ ん と同 じ精密機器 の
工場で働いてい る。 この職場には中国人が20人 お り、息子以外は全て女性である。Aさ んと息子は昼間
の工場勤務で、週5日 あるいは週6日 働いている。Aさ んも息子 も日本語 に接す る機会が少な く、ほとん
ど話せない。夫は食肉関係 の工場に夜勤で働 いている。夫も 日本語はほ とん ど話せ ない。
①言葉の面で困っていること
Aさ んが言葉の面で困つていることは、まず、職場での上司や同僚 とのや りとりである。Aさ んの職場は、
班に分かれて仕事を行ってお り、それぞれの班に班長が もうけ られてい る。班長は 日本人である。Aさ ん
は、班長が班の作業の説明をす る際に、同じ中国人で 日本語のできる同僚に通訳 として入ってもらってい
る。 このことに関 して、同僚に迷惑をかけているよ うに感 じ、「もし日本語ができたらな」 と思っている。
「仕事 の時に、こ う教えてもらっているのにわか らないか ら、通訳 さんに来て もらわなあかんから、
その時に、も し日本語ができた らな、こ う通 じるし、 しゃべれ るやんか。できひんか ら、通 訳 さんがい
んねん。それが嫌や なって。_(略)...そう、迷惑かけているのが」
職場以外では、市役所での手続きや市職員 とのや りとり、 ビザの切 り替えの手続 きなどでも困難 を覚 え
ている。Aさ んは 「自分の家 に何かあった時、困るjと 語 り、具体的には、誰かが病気になった場合、病
院に行 くけれ ど日本語がわか らないか ら心配だ とい う。
② これまでの 日本語学習
Aさ んはこれまで公的な 日本語学習の場には参加 してお らず、自宅で勉強を したとい う経験 もない。「あ
んまり、勉強 してない」状況である。 しか し、職場で同僚か ら単語 を教 えてもらい、ことばを覚 えている。
「仕事の ところで、いっぱい、名前 とか覚 えた りとか。た とえば、『すいか』やった ら、すいかばっか
り言 うから、これは 『すいか』 なんやって覚える」
そのAさ んが、ある日、娘の通 う地域の子 ども会に、職場の同僚お よび息子を連れて日本語学習にやっ
て くるようになった。子 ども会は、週に1回19時 から21時まで団地 の敷地内で開かれている。Aさ んが
連れてきた会社の同僚 は、息子を除いて全て中国人の女性である。彼女たちは、同 じ団地の住民であるこ
とが多かったが、X市 の隣の市 より自転車で30分 くらいかけて来た人 もいた。 日本語 を話せない彼女た
ちは、子 ども会の指導員に教 えてもらいなが ら、平仮名な ど日本語学習を始めた。残業がある場合は姿を
現 さなかったが、6月 から7月 の間に、計4回 、Aさ んを含 めて6人 の参加 が見 られた。子 ども会に行 く
よ うになってから、Aさ んは 自宅でも娘 に協力 してもらいなが ら日本語の勉強 を始 めた。
Aさ んが、子ども会に同僚お よび息子を連れて現れ るよ うになったきっか けは、筆者 とAさ んが 「知 り
合い」 になったことである。2006年5月末に、筆者は娘を介 してAさ ん と話す機会が あった。その際、
Aさ んは、 「今度子 ども会に行 きます。友だちを連れていっていいですか 」と尋ね、それに対 して筆者 は
「いいです よ」と返事を している。Aさ んは、娘 を介 して筆者 と知 り合い、筆者に承諾 を得た とい うことで、
娘の通 う子 ども会 に日本語学習に来るようになったわけである。
③学習の動機
Aさ んは、 日本語 を勉強 したい と思った理由を、以下のように述べている。
「やっぱ り、日本に来てもうちょっとで2年 たつのに、日本語まだわか らん し。 で、今から頑張ろ うと。
_な んか、めっちゃ、 日本人の友だち、つ くりたい。けど、 日本語わか らないか ら」
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Aさ んは職場では主に中国人 と会話を してお り、 目本人の友だちはいない。また、現在の 日本での交友
関係 は会社の人間や親族に限られている。Aさ んにとって 日本人の友だちをつくり、日本語を使 ってコミュ
ニケーシ ョンを し、交流関係の幅を広げていきたい と思 う気持ちはとても強い。それが学習の動機づけに
っながっているのである。Aさ んの、友だちがほ しい とい う日本語学習の動機づけを、Aさ んの夫の意識
や生活状況 と比べてみ ると、一層 とらえやすい。Aさ んへの2回 目のイ ンタビューでは、夫も同席 してお
り、夫にも日本語学習やことばの面で困っていることなどを尋ねた(3}。Aさんの夫が 日本に来て困ったこ
とは、まず 「日本語がわからん(=わ か らない)」こと、次に 「仕事の とき、ことばがわか らんか ら困 る」
こと、そ して、 「会社でことばわからないと正職(に 就 くこと)が 難 しい」 ことである。 しか し、「日本 に
来て困 ることはあま りないけど、 日本に来て嬉 しい。お母 さんお父さんいるか ら」「目本語がわか らない
けど、お父 さん とお母 さんがいた ら十分です」 と言 うことからも、人間関係において満足 している状況が
うかがえる。一方で、Aさ んは 「日本語 の勉強 したい」、知 り合いになれた筆者に対 して 「会話 をしたい」
と言ってお り、夫 と比べて現在 の生活や交流関係を変えていきたいと思っていることがわかる。
Aさ んは 日本語 を勉 強で きる場を 「子 ども会 しか知 らない」でいた。本来子 ども会は、成人の 日本語学
習の場 として機能 してお らず、従って広報も していない。そのように考えると、Aさ んの視野 には、Aさ
んの利用できる正式な日本語学習の場はひ とっ もなく、唯一子 ども会だけを知っていたとい うことである。
Aさ んは、希望す る日本語教室 の条件 に、「家の近 く」「時間が短い」 「土曜の夜」 を挙げたが、こ うした
条件に見合 う日本語教室は、今 のところAさ んの周囲にはない。
以上がAさ んの事例である。Aさ んは、生活面や仕事 の場でことばの問題 を抱えなが らも、 これまで 日
本語の勉強を十分に行 う機会を得 られずにいた。仕事で勉強をす る時間が限られていることや、 日本語教
室な どの情報が届いていない ことが、Aさ んから学習機会 を奪っていたわけだが、それ らに加えて、学習
の場に足を運ぶことができるよ うな 「顔の見える関係 」とい うきっかけに巡 り合 う機会がなかった ことも、
大きく影響 している。Aさ んの 「日本人の友だちがほしい 」とい う言葉が示す とお り、 日本人や 日本社会
との接点が限 られた生活状況を脱 して、 さらに交流を広げていきたい とする気持 ちと、娘を介 して見えて
くる場や人 との出会いがきっかっけ とな り、Aさ んに学習意欲 と学習の場への参加 を促 した と考えられ る。
3.2Bさんの事例
Bさ んは、6年 前に夫 と2人 の子 どもとともに来 日した。 国費帰国であることよ り、最初の1年 間は、
仙台の中国帰国者定着促進センター にて 日本語学習を行った経験を持つ。その後は、2歳 にな る息子の子
育てと忙 しくなった仕事のために、 日本語 の勉強に時間を さけず にいた。仕事の関係で仙台か ら大阪府の
Z市に移 り、そ こで10ヶ 月過ご した後 現在のX市 に引越 してきた。大阪に来てからは同 じ職場で働い
てお り、Z市 に住んでいる時は、職場 まで 自転車で40～50分 かかっていたのが、X市 に来てか らは 自転
車で20分 の距離に縮んだ。職場 は6割 が中国人である。現在 は週に1回 の休 日である。夫は 日本人 と一
緒に仕事をす ることが多 く、 自宅でも日本語の勉強をしていることによ り、日本語を流暢 に話せ る。
① ことばの面で困っていること
Bさ んもAさ ん同様、職場では班作業にもとついて仕事を している。 ことばの面で、上司や同僚 とのや
りとりに困難 を感 じなが らも、班長 をは じめ日本人の同僚 に簡単な 日本語を教えて もらうな ど、 日本人 と
の交流が頻繁にあ り、そのこ.とをBさ んは嬉 しく思っている。
「日本語 しゃべれな くて困るけ ど、相手(=日 本人の上司や 同僚)が 優 しいか ら、こ う、ずっ と一緒
にいるか ら、ゆっくり日本語 を言えばわかる し。...日本語 も教えてくれ る。例えば、発音があかんかっ
た り、間違っていた りす ると教えて くれ る」
夫が 日本語 を話せ ることもあって、B1さんは生活 に関連す る全ての手続 きをそ⑱夫か娘 に任せ てい る。
しか し、もしも夫に何かあったときに自分がその代わ りを十分に果たせるのかとい う不安はある。
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② これまでの 日本語学習
Bさんは週5日 、朝の7時 から夜の10時まで働いてお り、「時間がないから、勉強する暇はない」日々を送 っ
てい る。そのため、 日本語を勉強 したい とい う気持 ちはほとん どない と話す。筆者の 「忙 しいし、疲れま
せんか」 とい う質問に対 しては、「しょうがないです」「疲れ るけ ど、慣れてきてるってい うか。今は疲れ
は感 じない」と答え、「あま り休みす ぎると、クビとかあるか ら、だから休む ことができない」と語 る。また、
筆者の 「日本語が話せたら何が したいですか」 とい う問いに対 しては以下のように答 える。
「日本語話せた ら、あんま りないんだけ ど、会社の仕事 をきっち りす るか、こ う、た とえば、何て言
うんや ろ、市役所行くとかできるから、やるってい うか」
Aさ んは、仕事で忙 しいため 目本語を勉強 したい とい う気持 ちはほとん どな く、 日本語が話せた らした
いこともあま りない と述べているが、こうした 日本語習得に対す る気持 ちは6年 間の間に どのよ うに変化
してきたのであろうか。来 日してから現在に至るま での、日本語学習に対す る意欲の変化 を時系列的に追っ
てみたい。Bさ んは、国費帰国の家族を対象に行われ る中国帰 国者 定着促進センターでの 日本語教育を1
年近 く受 けていた。その時は、落ち着いて学習に取 り組 めていたが、その後は、2歳 の息子の子育てや仕
事の忙 しさで、「勉強 してる暇なかった」5
「(仕事が始 まっても日本語 の勉強を)頑 張ろ うって思ったけれ ど、あんま り頑張れなかった。...(中
国帰国者定着促進セ ンターでの)1年 間は(頑 張 ろうと)思 って。仕事(を 始めて)、無理やって、 日
本語、あ一無理やって。...仕事入ってからは、もう日本語できん。_会 社では、会社で使 う日本語をちゃ
ん と覚えた。...(大阪に引越 ししてか らは、ますます多忙にな り)ず っと仕事で、あんまり勉強のこと.
忘れていた」
しか し、 日本語を習得 したい とい う気持 ちが全 く無いわけではない。
「あの、 したいけど、 日本語 わか らん し、 したい気持 ちはあんねん。会社でず っと困っていて、 もう
日本語頑張ってやるって思 うけど、7時 から10時 くらいやろ。帰った らぐたぐたやん。 も う眠いからつ
て。だか ら、そ うい う勉強す る、 したいけ どできないってい う気持ちの方が強いかもしれん。 したいけ
どできない、 したいけどできない。仕事のせいで」
また、上司や同僚が優 しく接 して くれることが嬉 しい と語るAさ んも、職場での人間関係が常に良好で
あったわけではなく、ことばが通 じなくて悔 しい思いをしたこともあった。
「日本人 とけんかを した時に_た とえば、言いたいことを言えないってい うんかな。.ρ.口げんか。何
でそんなことすんのって言えへんから。_日 本人(に)も いじめられ ることあっ左か ら。た とえば、会
社で、こう、 ゴミ捨てに何で私が行 くねんって。命令 されるか ら、そ うい う感 じで、や めてよって言い
たいけど言えなかった。そ うい うのもあったか ら、ちょっと悔 しい」
日本語 が話せ ないことで、不条理 な事態であって も意見を言 うことができず、職場で悔 しい思いを して
いる。 しか し、 「仕事切 られへんか らな」 「今はもういい。困るけど、毎 日が最悪 じゃない し」と自分に言





「子 どもの言っていることの全然意味わか らんのやんか。 だか ら、頑張る気持 ちになった」
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息子 は2歳 で来 日し、中国で過 ごした期間以上を 日本で生活 している。中国語 よ りも日本語の方が話
しやすい。 「目の前にあるものはだいたいわかる」程度の中国語は話せるが、会話 となる と容易ではない。
日本語を話せ ないBさ んに とって、息子 とのコミュニケー ションの問題は年々大きくなってきている。息
子はBさ んに対 して 「お母 さん、 日本語勉強 します」(「お母 さん、 日本語 を勉強 して よ」の意)と せがん
でお り、Bさ んは、子育てや親子関係に関して 「難 しいな」と語る ω。
他方、Aさ んに関 しては、子 どもとのごとばの習得 のギャ ップを、「娘に絶対追いつ けないか ら、追い
かけられ ないか ら」「自分のペースで しか」進むことはできないのだ と語っている。Aさ んへのインタビュー
の場にいて通訳 として協力 してもらっていた親戚の男性 は、「(子どもは)日 本社会にす ぐ慣れるか ら」「(大
人は)今日覚 えても明 日忘れる。"ありが とう"も忘れる。"これ"や"そ れ"も 忘れ る」と、子 どもと大人の、
日本語習得や環境への順応のス ピー ドの違いを口に した。
Bさんの事例では、来 日直後にあった、公的な場での 日本語学習への意欲が、その後、就労や子育ての
忙 しさによって減退 していったことが示 されている。 だが、現在、学習のための時間はないが、中国語を
忘れかけている息子とのコ ミュニケー ションをめぐって、 日本語への学習意欲が高まってきている。来 日
直後か ら滞在6年 目になる現在まで、生活状況に変化 が見 られるだけでな く、 日本語学習の意欲やそ うし
たニーズを生みだ している要因にも変化 があることがわかる。




2人がことばの面で困 ってい ることは、市役所での手続 きや在留資格 の更新な ど事務的な事柄、病気な
ど緊急時の対応、そ して何 よ りも、生活の多くをしめる職場での上司や同僚とのや りとりである。2人 へ
のイ ンタビューでは、目本人の上司から作業の説明をされ る際 に、十分に理解することが困難であった り、
同僚に通訳をお願 いす ることを申し訳な く思っていることが語 られた。 このように仕事の面で 目本語学習
のニーズがあ りながら、仕事が忙 しい ことで学習の機会を持てず にいる実態 は、今回のインタビュアーだ
けに限らず、多 くの外国人労働者に当てはまることである。
ただ し、 日本語 を全 く学んでいないわけではな く、職場で仕事に必要な 日本語にっいては上司や同僚か
ら教えてもらい学習を行っている。たとえばBさ んの場合、 日本人の上司や同僚が 「発音があ ・々ん かった
ら、間違 っていた りす ると、教えてくれ」、そ うした交流 をBさ ん 自身嬉 しく思っている。 こうした職場
でインフォーマルに行 われている日本語学習については、これまで注 目がなされて こなかったと言える。
Aさ んは、これまで 日本語を勉強 したことはない と述べ、Bさ んも忙 しくて勉強のことは忘れていたと語
るが、 日本語学習 は、公的な場で行われているものだけを指すわけで も、学習時間や到達 目標 を設定 して
行 うものだけを意味するのではないはずである。 もちろん、必要に迫 られた職場の仕事のためではあるが、
教えてもらう、学 ぼうとしている、とい う点では、インフォーヤルな学習 と言えよ う。 こうした交流の中で、
日本語学習だけでなく文化交流 もなされてい るのである。
Monkmanが、移民の教育経験 を、イ ンフォーマル に行われる情報交換や相談 とい う観点か らもとらえ
た ように、在 日外国人の学習状況 も幅広 くとらえる必要がある。 さま ざまな制約の ある中で、「よ りよい
資源 を求 めて自分たちの置かれた状況 を改善 しよ うとする」(wa11man1984)点に注 目すれば、Bさんの 「会
社で使 う日本語 をちゃん と覚えた」 とい う言葉は、インフォーマルな学習の存在 と重要性を示 してい ると
言える。
4.2移住 プロセスか らみた 日本語学習(ニ ーズ)の 変化
一度も学習の場 に参加 した ことのなかったAさ んが、子ども会 とい う場 に出ていき日本語の勉強を した
ことは、非常に大 きな変化である。仕事による忙 しさで学習意欲を減退 させ られていたBさ んが、現在 、
子 どもとの関係を思って 日本語の必要性を感 じてい ることにも、Bさ んを取 り巻 く環境やBさ ん 自身に変
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化を見てとれる。 こ うした学習状況や学習意欲の変化は、Monkmanが示 した移住プロセスの変遷に当て
はまる。つま り、移住プ 白セスの第2の 「移行」段階か ら第3の 「結合」段階への移行である。
来 日して2年 たつAさ ん家族は、夫 の親族が 日本 にほぼ生活基盤を もっていることもあ り、将来も定住
する気持 ちにある。 このよ うな状況の中で、Aさ んは娘 を介 して筆者 と出会い、子 ども会 とい う場に足を
運び、 日本語 を勉強す るよ うになった。Aさ んが学習の場へ参加す るよ うになったのには、「友だちがほ
しい」という動機 とともに、こども会に 「顔の見える関係」があった ことが、大きく関係 してい る。娘が通 っ
ていることでその場が身近な ものに感 じられた と同時に、娘を介 して筆者 と話をするようになったことで、
新たな人間関係や コミュニティに積極的に関わろ うとするきっかけを得たのである。Aさ んの 「目本人の
友だちがほしい」とい う学習ニーズと子 ども会への参加が意味するのは、これまで属 してきた ゴミュニティ
を越 えて、新たな社会へ と 「結合」 してい こうとす るプ ロセスであると言える。
Bさ んは、来 日して1年 間は、中国帰 国者 定着促進センターで 日本語教育を受けていた。 こ うした支援
を受けて 「離脱」段階を経たBさ んだったが、その後は、生活の多 くの時間を しめる仕事の領域へ 「移行」
し、新たなコミュニテ ィと密接に関わ ることがなかった。 しかし、現在 、滞在が長 くなるにっれて、中国
語を忘れつつある息子 とのコミュニケーションの問題が大 きくなってきている。仕事に追われて 日本語 を
勉強する時間のないBさ んも、親子のコミュニケーシ ョンのために日本語を話せ るよ うにな りたいと思 う
ようになってお り、日本語学習に対す る動機 と姿勢に変化が見 られ る。Monkmanが指摘するとお り、子
育てや子 どもの将来 との関係が もっとも大き く焦点化 されるのは 「結合」段階である。子 どもとの関係で
新たな コミュニテ ィとの関わ りを重視 した り、 日本語の習得を 目指す ようになる。Bさ んの場合 も、子 ど
もを通 して、社会や 日本語学習 との関わ り方に変化が見 られ始 めたと言 える。
Aさ ん とBさ んの事例か ら示唆 されることは、成人 の学習状況や学習ニーズは、ことばの不 自由さとい
う観点だけでなく、移住プロセスにおけるネ ットワークや コミュニティの変化によっても、大きな影響を
受 けるとい うことである。特 に、これまで依拠 していたコミュニティから新たなコミュニテ ィに参加(=
「結合」)しよ うとする段階において、その変化が最 も著 しく現れ ると言 える。外国人の 日本語学習のニー
ズをとらえる際に、この移住プ ロセスの把握が今後ます ます重要になってくるであろう。
4.3ニーズの背景にある社会的問題
同時に、考えるべきことは、ニーズが どの ような社会文化的背景のもと生 じているかである。
まず、Aさ んが唯一知っていた 日本語学習ので きる場は、娘の通っている子ども会であったとい うこと
に示 されているよ うに、 日本語教室等の情報が十分に行き届いていない ことが、学習の場や コミュニティ
への参加 を阻害 している。実際には、彼 らの居住地の近 くに成人向けの 日本語教室は無い。このように、
在 日外国人の学習機会 は、条件的な制約 に大き く影響 を受けてい る。 これまでも指摘 されてきた とお り、
時間、場所、費用、内容、情報 とい う点で、 日本語学習の提供のあ り方を改善 していくことは焦眉の課題
である。
また、Aさ んは、.中国人の多い職場で働いてお り、近所づきあいもあまりなく、子 どもを介する以外 に
は 日本社会 とつながる経路が少ないとい う生活状況にある。生活圏が限 られ、交流が消極的である場合、
日本社会 とっなが る経路は、大人 よりも日本社会の中で適応をよ り求め られ社会化されてい く子 どもを通
じて となる。本来は、社会的サー ビスや交流の場へのアクセスの経路は多様であるべ きであ り、住 民とし
て地域の中に 「顔の見える」関係が多 く存在 し、生活の基盤 が地域 にあることを自覚できるよ うな居住空
間であるべきである。
Bさ んの抱 える問題 も、日本語や 日本社会に慣れていく子 どもと、それに置いていかれ る親 との間のディ
夙 コミュニケーシ ョンの問題 として、多 くの先行研究で指摘 されているとお り(小 林2005、鄭2003、宮島
2003)、非常に大きな問題である。 日本語ボランティアを長年 している斉藤(1999)は、「子育て真 っ最 中
の若い世代に とっては、 日本語は生活のために必要 とい うだけではなく、子 どもや家庭、家族関係 を守 る
ためにも必要なのである」(143頁)と述べている。 、
公的な場に参加 していない外国人の学習ニーズが生 じる社会文化的背景は共通 している。長時間労働の
もとで時間的に制約があること、学習の機会や情報へのアクセスが限 られていること、生活圏が限 られて
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いることで 日本人 との交流が少ない こと、また子 どもが母語 を維持 しに くい環境 にあることな どである。
日本語学習ニーズに応えることは、学習の機会や情報の提供だけでなく、上記のような社会状況の改善 も
含む ものであ る。
5.ま とめ にか えて
ことばや習慣な ど文化の違 う新たな世界 に入 り、周囲の話す ことばやや りとりが理解できないのは、不
自由なことである。 日本語の学習ニーズはそ うした面か ら高くなるのは当然である。 これまでのニーズ調
査では、このように外国人の学習ニーズの高さが一様 に把握 されてきた。
本稿が取 り上げたインタビューか ら示唆 された ことは、第一に、仕事のように必要に迫られて身にっけ
るべ きことばについては、職場 におけるインフォーマルな学習に よって習得 しているとい うことである。
今後、こうしたインフォーマルな学習の存在に注目していく必要がある。第二に、学習状況や学習ニーズは、
移住 とい う社会的プ ロセスの中で変化 してい くとい うことである。新たなコミュニティに参加 しようとす
る段階が、学習ニーズの最 も顕在化 した状態 と言える。その段階において、学習の機会がどれほど十分に
提供 されているかが重要である。Aさ んもBさ ん も、学習機会 を十分に手に しているとは言えない生活状
況や社会環境にいる。 したがって、在 日外国人の置かれた状況 と社会の課題に対 しても取 り組む必要があ
る。
た とえば、長時間労働に より学習する時間 と精神的余裕が限 られている点では、外国人を雇用する企業
側や 日本の産業構造のあ り方 とい う大きな課題が横 たわってお り、労働条件の改善や、企業における日本
語教育支援について今後 もっ と推進 されるべきであろ う。 また、Aさ んが唯一知っていた日本語教室の場
が、娘 の通っている子ども会であった とい うことに示 されているよ うに、日本語教室等の情報が十分に行
き届いていない とい う情報の疎外の問題 も指摘できる。行政は、今後 も増 え続 けるであろ う外 国人 との地
域 における共生 とい う課題に対 して積極的に取 り組み、多言語での情報提供やア ウ トリーチな どの施策を
一般化 してい くべきである。
また、Aさ んの:事例 は、成人のための 日本語学習 の場でなかった とは言え、子ども会が、Aさ んにとっ
て子 どもを通 して見えてくる、開かれたコミュニディに参加す るきっかけのひ とつ として機能 しているこ
とを示す示唆に富む事例である。 とい うの も、学習ニーズを日本語 の読み書きの習得の要求だけで とらえ
ず、その人が抱 える背後の問題や地域課題 にまで範囲を広 げて考えることができるか らである。池上(26頁)
が、「日本語学習を支援するといっても、『ことば』を文脈か ら取 り出して支援することには限定でき」ず、「定
住者にとっては非公式の学習が 占める割合 とその構成員(=コ ミュニテ ィ)が異文化理解 、異文化間 コミュ
ニケーション能力を高めることこそが重要」だと述べるよ うに、在 日外国人の抱える問題 をことばの問題
だけに屡小化す ることは危険で ある。地域社会や社会全体 との関連 から把握 し、それ らを含めた改善や支
援 を構築 してい く必要がある。それ は、おそ らく、 日本語教育や 日本語学習 という観点だけでなく、社会
教育全般、また子 どもを持つ成人 にとっては特に学校教育のあ り方 とも不可分に関わって くる問題 である。
本稿 は、限られたデー タか らではあるが、在 目外国人の生活状況 から日本語学習ニーズと関連す る諸課
題 を検討す ることを試みた。公的な学習の場 に参加 していない人の学習ニーズを把握する研究の蓄積は、
引き続 き今後の課題 であるが、本稿はそ うした取 り組みの第一段階 と言える。
〈注〉
(1)たとえば、1993年には、月刊社会教育編集による 『日本で暮 らす外国人の学習権』が刊行されている。また、
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APreliminaryConsiderationofForeigners,LearningRe"uirements
劉ndTheirLifbBackgrounds
11MAIK童yoko
Thispaperailhstoexaminefbreigners'needsfbrleamingtheJapanesglanguage食omtheviewpoilltoftheir1量fヒ
backgrounds.
Af㌃ertbe1970s,aconsiderablenulnberoffbreignershavearrivedandsettledinJapan,an4thisnumberis
in〔江easing.Whllelocalgovemm㎝tsandvol㎜teershaveo伍eredthemJapaheselanguageedρca髄on,mImyfbreigners
stilllackadequateoppo血nitiestoleamit.111fact,numerousresearcheshavereportedahighde血andfbrleaming
theJapaneselanguageamollgfbreigners.Inmanycases,theseneedsarestatisticallysurveyed;therefbre,t車ere
arefbwqualitativeinvest孟gations.Onthebasisofinterviewsconduごtedwitht寅oChineSewomenwhohavenot
attendedaliteracyclass,thispaperanalyzestheleamingrequirem㎝tsofsuchfbleignerswhilefbcusingon亡heidif6
backgrounds.
Inconclusion,theauthorwouldliketopresenttwoparticularpoints.First,intervieweeshavemoredifEcultiesin
co㎜unicadngwi血bosses㎝d角110wwo止e儲work;h。wever,血eyle㎝Jap㎝esein飴mallybyinte田cdng瞭h
th㎝.Secolld,leamingpa燵emsandleamingrequirem㎝tschangeduetothesocialprocessofmigrati6n.Theleaming
requirementsmentionedabovearemost藍yactualizedd面血gthephaseinwhichthefbreignersareattemptingtolink
tothenewco㎜uniWorsocialhe伽ork.脆ere飴re,thereisaneed飴rarese訂chtbatpaysmorea賃entiontoi漁mal
leamingandtheprocessofmigration.
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